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［スラスラエ法］
下水道施設の防食被覆工法

開発の背景

スラスラエ法(SLASLA : _§heet 1_ining with
AJ1chor &翌hotcrete旦ining with知ti-bacterial agent : 
突起付きシ ー トによる防食被覆＆防菌剤混和吹付けモ
ルタルによる防食被覆）は、 下水道施設の硫酸劣
化コンクリ ー トの補修を目的とし、 構造物表面に
シ ー トライニングを形成する、 防食被覆工法であ
る。

コンクリ ー トの硫酸劣化は、 次のように進行す
ることが知られている。 硫化水素の発生している
下水道施設においては、 コンクリ ー ト表面でイオ
ウ酸化細菌が硫酸を生成し、 この硫酸 がコンクリ
ートヘ侵入してエトリンガイトという腐食生成物
が生じる。 この段階では際立った劣化は観察され

ないが、 さらに硫酸の供給が続くと、 エトリンガ

イトから二水石膏が生成する。 二水石膏は非常に
もろい物質で、 コンクリー トの強度は、 二水石膏

の存在領域において著しく低下する。 エトリンガ

イトの生成は、 直接的なコンクリー ト強度の低下

にはならないが、 長期的には膨張破壊を起こす要
因となる。

一般的に硫酸による腐食はフェノ ー ルフタレイ

ン法での無色領域を示し、 これが反応生成物の一

つである二水石膏の存在領域とされている。 しか

し、 硫酸腐食の根を絶つにはエトリンガイトの生

成領域まで除去することが望ましく、 硫酸劣化診

断薬を用いることでこのエトリンガイトの生成顎

域を含めた劣化部を正確に測定できる方法を開発

し、 スラスラエ法に応用した。

施工は、 まず硫酸劣化診断薬を用いて、 腐食し

たコンクリ ー トの除去すべき劣化範囲を確実に判

断し、 同劣化部分をはつり取る。 次にはつり後の

既存コンクリ ー ト面（はつり厚さが3 cm以上の場合は、

溶接金網をアンカ ー ボルトで既存コンクリ ー トに固定） に

専用モルタル（防菌剤混入）を吹付け、 あるいは塗

布して防食被覆層を形成し、 構造物の強度を回

復・維持させる。

また 、 専用モルタル吹付け面を左官仕上げした

未硬化面に突起付きシ ー ト（高密度ポリエチレン製2

~3皿：突起形状の異なる5種類のシ ー ト）を差し込み、

シ ー トライニングを施し、防食被覆層を形成する。

図 ー 1に防食被覆層の標準施工断面を示す。また、

写真 一 1に完成状況を示す。

ロー審査内容を以下にホす。
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